
アクセス

お問合せ
ふれあい鶴見ホスピタル
☎045-586-1717（代表）
横浜市鶴見区東寺尾4-4-22

JR（京浜急行）新子安駅より
無料シャトルバス（約5分）

医学講座 参加無料参加無料

ふれあい
鶴見ホスピタル

岸谷

新子安駅
首
都
高
速 京急線

子安台
公園

池
谷
戸

バス停

JR

1

7月23日（火）13：00～14：00
ふれあい鶴見ホスピタル 1階 会議室

日 時

会 場

糖尿病についての豆知識 ～知って安心！生活習慣の見直し～
　糖尿病は日常的な生活習慣が招く病気
です。糖尿病の発病原因や、生活習慣と
の関わりについてを解説します。担当医が
わかりやすくお話しますので、是非この機
会に糖尿病についてお学びください。

次回予告

講 

師

ふれあい鶴見ホスピタル
内科

飯室 世都子医師

8月30日（金）13：00～14：00
【講師】 神経内科　馬場泰尚 医師
「片頭痛ってなんだろう？ ～片頭痛の対処法について～」

7月24日（水）14：00から
ふれあい横浜ホスピタル 2階 会議室

日 時

会 場

アクセス

お問合せ
ふれあい横浜ホスピタル
☎045-681-5101（代表）
横浜市中区万代町2-3-3

ＪＲ関内駅南口徒歩3分、横浜市営地下鉄
伊勢佐木長者町駅徒歩3分

医学講座 参加無料参加無料

大通り公園

地下鉄 関内駅
横浜

スタジアム

首都高速

横浜公園

横浜市役所

横浜文化体育館

関内駅

ふれあい
横浜

ホスピタル
地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

転ばぬ先の杖 ～身体と頭のリハビリテーション～

次回予告

講 

師

ふれあい横浜ホスピタル
リハビリテーション科
福田 周平

理学療法士

8月29日（木）開催
【講師】 形成外科　開田恵理子 医師
「形成美容外科について（仮）」

　転倒予防に効果的な運動・脳のトレー
ニングを紹介し、実演します。リハビリや
トレーニングがもたらす認知症予防の効果
なども解説し、ご家庭でできる簡単な体操
を紹介しますので、ぜひご参加ください！

が
あ
る

　
︱
︱
︱
膝
痛
に
も
手
術
の
ケ
ー

ス
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　
（
赤
松
医
師
）「
は
い
。
私
は
、

膝
を
は
じ
め
と
す
る
関
節
の
疾
患

を
専
門
的
に
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

種
類
と
し
て
は
、
中
年
の
方
は

『
膝ひ
ざ

周し
ゅ
う
い囲

骨こ
つ

切き

り
術
』、
高
齢
の
方

は
『
人
じ
ん
こ
う工
膝ひ
ざ

関か
ん
せ
つ節
置ち
か
ん換
術
』
が
多

く
、
こ
れ
ま
で
年
間
50
〜
80
例
を

担
当
し
て
き
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
障
害
に
対
す
る

『
靭じ
ん
た
い帯
再さ
い
け
ん建
術
』
に
も
実
績
が
あ

り
ま
す
の
で
、
膝
関
節
な
ど
で
お

困
り
の
際
は
、
当
院
に
お
ま
か
せ

く
だ
さ
い
」。　

　

私
は
こ
れ
ま
で
『
脊
椎
疾
患
』

と
、
脊
椎
周
辺
の
末
梢
神
経
で
あ

る
『
上
じ
ょ
う・

中
ち
ゅ
う

殿で
ん
ひ皮

神
経
の
絞
扼
』

に
対
す
る
手
術
を
合
わ
せ
る
と
、

４
０
０
０
例
以
上
に
わ
た
っ
て
経

験
し
て
き
ま
し
た
」

　
︱
︱
︱
そ
の
「
末
梢
神
経
の
絞

扼
に
よ
る
腰
痛
」
の
特
徴
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
（
青
田
医
師
）「
次
の
よ
う
な
症

状
が
あ
る
場
合
、
殿
皮
神
経
の
障

害
で
腰
痛
が
起
き
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
当
院
で
詳
し
く
診

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」。

・
長
く
座
り
続
け
る
の
が
つ
ら
い

・
腰
に
触
れ
る
と
痛
い
ポ
イ
ン
ト

　
︱
︱
︱
腰
痛
の
代
表
的
な
病
気

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
青
田
医
師
）「『
腰よ
う
ぶ部

脊せ
き
ち
ゅ
う
か
ん

柱
管

狭き
ょ
う
さ
く
し
ょ
う

窄
症
』『
椎つ
い
か
ん
ば
ん

間
板
ヘ
ル
ニ
ア
』

『
脊
せ
き
ち
ゅ
う柱
側そ
く
わ
ん
し
ょ
う

弯
症
』
な
ど
の
脊せ
き
つ
い椎
疾

患
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
し

て
は
、
手
術
で
外
科
的
治
療
を
施

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
青
田
先
生
も
手
術
を
担

当
し
て
い
る
の
で
す
か
？

　
（
青
田
医
師
）「
は
い
。
最
近
は
、

脊
椎
の
周
辺
を
走
行
す
る
『
末
ま
っ
し
ょ
う

梢

神
経
の
絞こ
う
や
く扼
に
よ
る
腰
痛
』
と
い

う
新
し
い
疾
患
概
念
を
提
唱
し
、

そ
の
治
療
も
専
門
的
に
行
な
っ
て

い
ま
す
。 　

関
内
駅
徒
歩
３
分
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
の
整
形
外
科
で
は
、
新
し

く
着
任
し
た
常
勤
の
医
師
（
青
田
洋
一
医
師
／
腰
痛
、
赤
松
泰
医
師
／
膝
痛
）
が
専
門
性

を
活
か
し
、
治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
両
医
師
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。    〈
取
材
協
力
〉

の
絞
め
付
け
に
よ
る
「
上

じ
ょ
う
で
ん
ひ

殿
皮
神

経
障
害
」
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

▼
膝
痛

　

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
障
害
で
膝
周

り
を
痛
め
る
人
は
多
く
、
治
療
で

は
「
膝ひ
ざ

周し
ゅ
う
い囲

骨こ
つ

切き

り
術
」
な
ど
の

ほ
か
、
加
齢
で
人
工
関
節
に
換
え

る
「
人
じ
ん
こ
う工
膝ひ
ざ

関か
ん
せ
つ節
置ち
か
ん換
術
」
な
ど

の
手
術
が
あ
り
ま
す
。

痛
み
の
中
で
、
腰
痛
と
膝
痛
を
抱

え
て
い
る
人
は
相
当
数
い
ま
す
。

▼
腰
痛

　

体
の
腰
部
に
は
、
脊せ
き
つ
い椎
や
脊
せ
き
ず
い髄

が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
関
わ

る
疾
患
に
「
腰よ
う
ぶ部

脊せ
き
ち
ゅ
う
か
ん

柱
管

狭き
ょ
う
さ
く
し
ょ
う

窄
症
」「
脊
せ
き
ち
ゅ
う柱
側そ
く
わ
ん
し
ょ
う

弯
症
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
末
ま
っ
し
ょ
う
梢
神
経

　

筋
肉
や
骨
、
神
経
に
障
害
が
起

き
る
と
、
人
間
は
「
痛
み
」
と
し

て
認
識
し
ま
す
。
首
や
肩
、
股
関

節
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
身
近
な

ふれあい鶴見ホスピタル
内科  飯室 世都子 医師

肉
の
衰
え
な
ど
が
心
配
で
、
そ
れ

ぞ
れ
別
の
病
院
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。
正
直
、
病
院
の
診
察
券
だ
け

で
財
布
が
パ
ン
パ
ン
で
す
…
。

　
（
飯
室
医
師
）「
糖
尿
病
を
抱
え

て
い
る
と
、
認
知
症
・
骨
粗
鬆
症
・

歯
周
病
・
不
眠
症
・
サ
ル
コ
ペ
ニ

ア
（
筋
肉
量
が
減
少
し
、
筋
力
・

身
体
機
能
の
低
下
を
き
た
す
状

態
）
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
疾
患

の
有
病
率
が
高
く
な
り
、
複
数
の

疾
患
を
併
せ
も
つ
と
、
元
々
の
糖

尿
病
も
治
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
悪
循
環
に
陥
る
こ
と
を

防
ぐ
た
め
に
、
当
院
で
は
、
内
科

で
の
診
療
情
報
だ
け
で
な
く
、
他

科
と
の
情
報
共
有
や
ご
家
庭
で
の

状
況
も
含
め
た
全
身
を
診
る
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ご
家
族

さ
ま
と
も
連
携
し
て
、
個
々
の
患

者
さ
ま
に
あ
っ
た
診
療
を
提
案
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
一
度
、
当
院

に
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
」。　　
　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

活
の
質
は
下
が
り
ま
す
。
糖
尿
病

の
治
療
の
根
幹
で
あ
る
食
事
療
法

と
運
動
療
法
の
継
続
が
難
し
く
、

糖
尿
病
も
悪
化
し
て
い
く
と
い
う

『
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
』
を
起
こ
す

怖
さ
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
大
丈
夫

と
思
わ
ず
に
、
意
識
す
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

【
よ
く
あ
る
相
談
②
】

　

私
は
糖
尿
病
を
患
っ
て
い
ま

す
。
糖
尿
病
専
門
の
病
院
に
通
院

し
て
い
ま
す
が
、
県
外
な
の
で
診

察
の
日
は
丸
一
日
潰
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
他
に
も
、
歯
や
神
経
、
筋

に
も
積
極
的
に
な
れ
ま
せ
ん
…
。

　
（
飯
室
医
師
）「
確
か
に
、
糖
尿

病
は
初
期
症
状
に
乏
し
く
、
痛
み

な
ど
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

糖
尿
病
は
心
血
管
系
疾
患
や
下
肢

動
脈
硬
化
症
と
い
っ
た
太
い
血
管

に
障
害
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
特

有
の
神
経
・
網
膜
・
腎
臓
障
害
も

招
き
ま
す
。
も
っ
と
端
的
に
言
う

と
、
命
に
関
わ
る
心
臓
病
の
発
症

や
失
明
、
腎
臓
移
植
を
引
き
起
こ

す
“
き
っ
か
け
”
な
の
で
す
。

　

そ
し
て
病
気
が
併
発
す
る
と
、

不
自
由
な
こ
と
が
多
く
な
り
、
生

【
よ
く
あ
る
相
談
①
】

　
父
も
母
方
の
祖
母
も
、
糖
尿
病

で
し
た
。
遺
伝
的
要
素
が
備
わ
っ

て
い
る
私
で
す
が
、
ま
だ
40
代
で

今
の
と
こ
ろ
血
糖
値
も
正
常
で

す
。
父
と
祖
母
は
、
が
ん
と
脳
血

管
疾
患
で
亡
く
な
っ
た
の
で
、
糖

尿
病
が
死
因
で
は
な
く
、
こ
の
病

気
の
怖
さ
が
実
感
で
き
ず
、
予
防

　
「
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
」（
横
浜
市
鶴
見
区
東
寺
尾
４
の
４
の
22
☎︎

０
４
５
・
５
８
６
・
１
７
１
７
）
の
内
科
で
、
糖
尿
病
治
療
を
担
当
し
て
い
る
飯
室
世

都
子
医
師
に
、
多
く
寄
せ
ら
れ
る
診
療
相
談
の
内
容
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

糖
尿
病
の
罹
患
を
回
避
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。今

か
ら
で
き
る
工
夫

　

食
事
に
つ
い
て
は
、
食
べ
す
ぎ

を
防
ぐ
た
め
に
、
よ
く
噛
み
ゆ
っ

く
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。
よ
く
噛
む

こ
と
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
適
切
な

分
泌
を
促
す
ホ
ル
モ
ン
「
Ｇ
Ｌ
Ｐ

︱
１
」の
増
加
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

食
べ
る
順
番
で
は
、
野
菜
や
海

藻
に
多
く
含
ま
れ
る
食
物
繊
維
の

作
用
を
利
用
し
、
こ
れ
ら
を
先
に

食
べ
、
そ
の
後
に
糖
質
が
多
い
主

食
の
米
飯
な
ど
に
す
る
と
、
ゆ
っ

く
り
と
吸
収
さ
れ
て
い
く
た
め
の

効
果
的
な
食
べ
方
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
血
糖
値
を
適
度
に
保
つ

た
め
に
、
体
を
動
か
す
こ
と
を
意

識
し
ま
し
ょ
う
。
運
動
す
る
こ
と

で
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
が
活
性

化
し
ま
す
。
筋
肉
が
血
液
中
の
ブ

ド
ウ
糖
を
取
り
込
む
の
で
、
血
糖

値
を
下
げ
る
助
け
に
な
り
ま
す
。

血
糖
値
の
異
常
が
判
明
し
、
生
活

習
慣
を
改
善
し
て
い
け
ば
、
再
び

健
康
な
状
態
を
取
り
戻
す
こ
と
が

可
能
で
す
。

　

糖
尿
病
の
予
防
の
た
め
に
は
、

自
分
の
血
糖
値
を
把
握
し
、
異
常

が
な
い
か
を
意
識
し
て
い
く
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
乱

れ
た
生
活
習
慣
は
、
早
め
に
見
直

し
、
改
善
し
て
い
く
こ
と
も
重
要

で
す
。２

つ
を
ク
リ
ア
す
れ
ば

　

糖
尿
病
は
、
遺
伝
的
要
素
も
あ

り
ま
す
が
、
主
因
と
し
て
考
え
ら

れ
る
の
は
、「
食
事
内
容
」
と
「
運

動
不
足
」
で
す
。

　

逆
に
言
う
と
、「
糖
尿
病
予
備

群
」
の
段
階
で
、
こ
の
２
つ
を
注

意
し
内
容
を
改
善
し
て
い
け
ば
、

遅
れ
が
ち
で
、
さ
ら
に
治
療
せ
ず

に
重
症
化
す
る
と
、
多
く
の
臓
器

に
重
大
な
障
害
を
引
き
起
こ
し
て

し
ま
う
と
て
も
怖
い
病
気
で
す
。

　

し
か
し
、
発
症
の
前
段
階
で
あ

る
「
糖
尿
病
予
備
群
」
の
う
ち
に
、

ま
だ
軌
道
修
正
が
可
能

　

患
者
数
が
急
増
し
、
い
ま
や
日

本
人
の
“
国
民
病
”
と
ま
で
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
糖
尿
病
」。

初
期
症
状
が
現
れ
に
く
く
発
見
が

「科学的根拠に基づく糖尿病診療
ガイドライン2013」などから作成

110

140 200

126

（mg/dl）

（mg/dl）

空
腹
時
血
糖
値

 75g経口糖負荷試験（OGTT）
２時間値

糖尿病の予防のために
今すぐにできること！

食事
編

ゆっくりよく噛んで
食べましょう
野菜や海藻類から
食べましょう

1

2

糖尿病

正常

生活習慣の
改善により
「予備軍」
からの
脱却を！！

キリトリ

キリトリ

キ
リト
リ

キ
リト
リ

予備軍予備軍

肩こり
首の痛み

股関節痛

膝痛

腰痛

関内駅南口
から徒歩３分！

　ふれあい横浜ホスピタル
横浜市中区万代町２‒３‒３
☎０４５ｰ６８１ー５１０１

午後

月

13：00～16：30

午前
8：30～11：30 赤松

青田

火 水

（手術）

青田

木

青田 青田

赤松

金

赤松

赤松

土

-

外来受付

（
手
術
日
）

予約制

整形外科 診療表 2019.4月からの新体制

膝関節

　  （腰部）上殿皮神経

【専門】
脊椎・脊柱変形
難治性腰痛（特に上殿皮・
中殿皮神経の絞扼性障害）

日本整形外科学会 整形外科専門医 
日本整形外科学会 認定脊椎脊髄病医
日本脊椎脊髄病学会 専門医・指導医 

青田 洋一
整形外科部長

【専門】
膝関節疾患
（変形性膝関節症・膝骨壊死）

日本整形外科学会 整形外科専門医 
日本関節鏡・膝・スポーツ
　　　　　　 整形外科学会評議員

赤松 泰
整形外科副部長

だいたいこつ
大腿骨

けいこつ
脛骨

なんこつ
軟骨

前十字靭帯
ぜんじゅうじじんたいぜんじゅうじじんたい
前十字靭帯

半月板
はんげつばんはんげつばん
半月板

筋膜

腸骨

筋膜

断面

上殿皮神経

きんまく

きんまく

  じょうでんひ

ちょうこつ

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル　

整
形
外
科

　

  

手
術
件
数
も
多
い

　
　
　

     

腰
痛
・
膝
痛
の
専
門
医
師
が
診
察

 

脊
椎
・
膝
関
節
は
痛
み
の“
多
発
地
帯
”

〜
糖
尿
病
担
当
医
が
答
え
ま
す
〜

糖
尿
病
の
怖
さ
の
神
髄
は「
合
併
症
の
発
症
」

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
　
飯
室
世
都
子 
医
師

「
糖
尿
病
予
備
軍
」か
ら
脱
出
せ
よ
！

正
常
値
に
戻
る
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い
で

2019年7月
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病院から理学療法士が来て、入居者の希望に合わせて個別のリハ
ビリを施術します。種類が豊富なので、毎回異なるメニューも可能！
みんなで楽しく行なう集団リハビリもあります。
また、看護師は毎日の起床・食事などの生活行動から、適切なリハ
ビリを提供。できることは無理のない範囲で自分自身で行なうので、
過剰な介助によって身体機能が退行する心配はありません。

今月
の

今月
の 第

8号

予約・問い合わせ

湘南町屋駅
湘南モノレール 大船駅湘南江の島駅

セブンイレブン

三菱電機特機
システム

富士塚
小学校
老健かまくら

鎌倉市上町屋７３３-１

ココココ
「いつも誰かがそばにいる」-。

ナーシングローズヴィラ鎌倉
TEL：0467-42-8666

7／20　～8
／4

13：00から13：00から
土

日

各日１組さま
限定

※先着予約
順

季節イベント（納涼祭）の様子

小規模の利点を活かし、家庭的で温かな雰囲気を
大切にしている介護付きの老人ホームです。
７月２０日㈯から２週間にわたって見学会を開催します。
じっくりと見学できるように１日１組に限定した
完全個別の見学会です！

●おおむね65歳以上の方
●「自立」から「要介護５」まで可
●現在、個室に２部屋空きあり
●介護保険・医療保険の利用可
●療法士が個別・集団リハビリを施術
●看護師常駐で日常生活動作を評価
●季節イベント豊富
●鎌倉の風情ある環境
●最寄駅「湘南町屋駅」徒歩５分

入居について入居について 残り空室２室！2019．6現在

理学療法士による個別リハビリ

キリトリ

キリトリ

キ
リト
リ

キ
リト
リ

横浜新道

品濃橋
東戸塚駅

湘南医療
大学

西口

イースト
ウイング

サウスウイング

シャトルバス
乗り場

シャトルバス
乗り場

階下に病院「ふれあい東戸塚ホスピタル」
協力医療機関であるグループ病院「ふれあい東戸塚ホスピタル」
が階下にあることで、日常的な健康管理から緊急時対応まで、
グループが一体となってホームでの暮らしをサポート。

原則、終身入居が可能
６５歳以上であれば、元気な「自立」から手厚い介護が必要な
「要介護５」の方まで入居が可能。
介護を理由とした退去や転居の心配なし。

東戸塚駅から毎日運行・無料シャトルバスで約５分
駅周辺は百貨店やショッピングモール、銀行などが多く、
便利な地域。横浜駅まで８分、鎌倉駅まで１５分で
外出・観光も楽しめる。

シニアホテル東戸塚 イーストウイング
横浜市戸塚区上品濃１６ｰ８

☎０４５-８２７-２７０７
２４時間OK シニアホテル東戸塚 検索資料請求

介護付有料老人ホーム

シニアホテル東戸塚
イーストウイングの特

徴

ACCESS

外観

中庭

屋上庭園

6階ロビー

9階展望レストラン

イーストウイング／施設概要

エアコン／ナースコール（居室、トイレ・バス）／カーテン／
温水洗浄付トイレ／ＴＶ用アンテナ端子（ＢＳ放送受信可）／
電話接続用端子／クローゼット／介護用ベッド（「要支援」「要介護」対象）

所在地：横浜市戸塚区上品濃16-8/土地・建物の
権利形態：通常借家契約・自動更新条項あり
（2037年3月24日まで）/敷地面積：20,385.95m2/
延床面積：19,943.10m2（うち有料老人ホーム
4,609.89m2：鉄骨・鉄筋コンクリート造・地下１階、
地上9階建）/住居の権利形態：利用権方式（返還
金制度あり）/開設日：2008年4月1日/３室募集
（全79室）/入居一時金：1,300万円～3,000万円
（１人）/管理費：115,611円～203,040円（１人）/
食費：1日3食30日の場合（90食分）61,560円/
入居資格：65歳以上の自立または要支援・要介護/
介護付有料老人ホーム

事業主：（有）湘南ふれあいの園
広告有効期限：2019年8月19日

居  室

タイプ７
（31.1㎡）

気
に
な
る
人
、
将
来
の
入
居
の
た

め
に
参
考
に
し
た
い
人
な
ど
、
お

申
し
込
み
は
お
早
め
に
。
満
室
に

な
っ
た
ら
、
夫
婦
部
屋
を
見
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

　

資
料
請
求
は
、
お
電
話
ま
た
は

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
可
能
で

す
。
送
付
無
料
な
の
で
、
お
気
軽

に
下
記
（
イ
ー
ス
ト
ウ
イ
ン
グ
直

通
電
話
☎︎
０
４
５
・
８
２
７
・
２
７

０
７
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

と
合
算
が
で
き
る
の
で
、
通
院
時

間
の
短
縮
だ
け
で
な
く
、
支
払
い

の
手
間
な
ど
も
軽
減
で
き
ま
す
。

最
後
の
チ
ャ
ン
ス

　

最
近
、
同
ホ
ー
ム
で
は
「
夫
婦

部
屋
」
が
大
人
気
。
残
り
は
１
室

（
タ
イ
プ
７
／
31
．１
㎡
）に
な
り
、

問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
る
と
の

こ
と
。〈
２
０
１
９
年
６
月
現
在
〉

　

見
学
は
随
時
受
け
付
け
て
い
る

の
で
、
家
族
の
入
居
を
考
え
て
い

る
人
や
、
夫
婦
部
屋
の
間
取
り
が

　

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
シ

ニ
ア
ホ
テ
ル
東
戸
塚
・
イ
ー
ス
ト

ウ
イ
ン
グ
」
は
、
横
浜
市
と
い
う

近
代
都
市
に
あ
り
な
が
ら
、
戸
塚

区
上
品
濃
の
閑
静
な
土
地
に
位
置

し
て
い
ま
す
。

時
間
も
手
間
も
短
縮

　

階
下
に
は
、
グ
ル
ー
プ
病
院
で

あ
る
「
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ

タ
ル
」
が
あ
り
、
同
じ
建
物
の
上

層
階
（
６
〜
９
階
）
が
同
ホ
ー
ム

の
フ
ロ
ア
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
高
齢
者
に
欠
か
せ
な
い

病
院
へ
の
定
期
通
院
は
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
で
階
下
に
降
り
る
だ
け

と
い
う
利
便
性
に
加
え
、
緊
急
時

も
安
心
。
受
診
医
療
費
の
支
払
い

は
、
ホ
ー
ム
入
居
の
月
額
利
用
料

　

ホ
テ
ル
の
よ
う
な
内
観
の
老
人
ホ
ー
ム
に
、病
院
が
同
一
建
物
内
に
あ
る「
シ

ニ
ア
ホ
テ
ル
東
戸
塚
」
を
紹
介
し
ま
す
。
高
級
感
あ
る
居
室
で
の
暮
ら
し
に
、

定
期
的
な
通
院
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
降
り
る
だ
け
。
高
齢
者
が
生
き
生
き
と
人

生
を
送
る
た
め
の
環
境
が
そ
ろ
っ
て
い
る
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。

　

○
…「
当
院
の
良
さ
の
一
つ
は
、

療
養
環
境
で
す
。
緑
豊
か
で
空
気

が
き
れ
い
。
院
内
は
清
潔
で
ス

ペ
ー
ス
に
余
裕
が
あ
る
の
で
、
リ

ハ
ビ
リ
の
患
者
さ
ま
な
ど
は
、
車

椅
子
移
動
が
し
や
す
く
安
全
性
が

あ
り
、
個
別
に
仕
切
ら
れ
た
複
数

の
診
察
ブ
ー
ス
に
よ
っ
て
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
総
じ
て
、
環
境
の
良
さ
は
患

者
さ
ま
の
療
養
に
良
い
効
果
を
も

た
ら
し
ま
す
」
と
、
副
院
長
と
し

て
客
観
的
な
視
点
で
話
し
ま
す
。

　

○
…
呼
吸
器
内
科
の
医
師
と
し

て
、
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
て
き
た
本

間
医
師
。
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス

ピ
タ
ル
の
開
院
と
同
時
に
、
副
院

長
に
就
任
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
、

専
門
医
（
現
在
、
指
導
医
）
の
資

格
を
活
か
し
て「
禁
煙
専
門
外
来
」

（
毎
週
㈫
午
後
・
㈭
午
前
・
㈯
午
前
）

の
設
置
・
開
設
な
ど
に
尽
力
し
て

き
ま
し
た
。「
今
ま
で
た
ば
こ
に

関
す
る
多
く
の
症
例
を
、
目
の
当

た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。
喫
煙
者

ご
本
人
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

受
動
喫
煙
に
よ
る
被
害
も
あ
り
、

時
に
は
“
悲
惨
”
と
い
え
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
時
代
の
流
れ
と
と

も
に
喫
煙
者
数
は
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
当
院
の
禁
煙
専

門
外
来
に
は
、
今
で
も
新
し
い
患

者
さ
ま
が
絶
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
の
知
識
と
経
験
を
、
今
後
も
禁

煙
治
療
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

分
野
で
役
立
て
い
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
真
摯
に
語
り
ま
す
。

　

○
…
こ
の
ほ
か
、「
総
合
診
療

科
」「
呼
吸
器
内
科
」
も
担
当
し

て
い
ま
す
。「
診
療
時
の
ポ
リ
シ
ー

は
『
全
人
的
に
診
る
』
と
い
う
こ

と
で
す
。
患
者
さ
ま
を
部
分
的
に

診
る
の
で
は
な
く
、
治
療
面
で
も

精
神
面
で
も
、
広
く
診
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に

高
齢
の
患
者
さ
ま
の
場
合
、
そ
の

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
は
、
単
一
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。環
境
的
な
も
の
で
は
、

奥
さ
ま
の
介
護
を
し
て
い
た
り
、

治
療
面
で
は
、
他
の
病
気
か
ら
の

合
併
症
で
あ
っ
た
り
。
一
人
の
患

者
さ
ま
に
対
し
、
医
師
と
し
て
感

性
を
研
ぎ
澄
ま
せ
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
情
報
を
収
集
し
て
治
療
や

相
談
を
行
な
う
こ
と
が
、
と
て
も

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」。

職
場
の
産
業
医
と
し
て
の
顔
も
持

つ
包
容
力
あ
る
副
院
長
で
す
。

本間 和夫 副院長
 （ほんま かずお）　　　　

ふれあい東戸塚ホスピタル
【呼吸器内科】

日本内科学会 総合内科専門医
日本呼吸器学会 専門医
日本禁煙学会 認定指導医
日本医師会 認定産業医

 

一
人
ひ
と
り
異
な
る
バッ
ク
ボ
ー
ン
を

     　
　

 

踏
ま
え
た「
全
人
的
な
診
察
」

こ
の「
人
」に
聞
く

介護保険に関するご相談は、
何でもお尋ねください。
利用は　　　  です
（ケアプラン作成費は、介護保険で全額負担）。
＊居宅介護支援に関するサービス利用料金について、事業者が法律の規定に基づいて、
  介護保険からサービス利用料金に相当する給付を受領する場合（法定代理受領）は、ご利用者の自己負担はありません。

横浜市磯子区汐見台
1-6-5

（康心会汐見台病院内）

TEL 045-761-3591
FAX 045-761-3595 問合せ 9：00～１７：00（土・日・祝を除く）

E‒mail shiomidai-kyotaku@fureai-g.or.jp

市町村からの
委託の認定調査
市町村からの
委託の認定調査

介護認定申請
の代行

介護認定申請
の代行

ケアプラン
の作成
ケアプラン
の作成

汐見台病院居宅介護支援センター

無料＊

介護サービスなどの計画書（ケ
アプラン）を作成し、介護サー
ビスの事業者や関係機関との
連絡・調整の取りまとめを行な
う「介護支援専門員」のこと。

ケアマネジャー（ケアマネ）って？

適切な介護のために、ケアマネジャーが
各種相談にのったり、介護保険サービス
の申請を手伝ったり、介護
サービス計画（ケアプラ
ン）を利用者本人や家族に
代わって専門的な立場か
ら作成を行なう拠点場所。

居宅介護支援事業所とは？

その人なりの自立した生活
が送れるようになることを考
えて介護サービスを組み合
わせた計画書なので、無計
画では介護の効果が期待で
きず、「ケアプラン」に沿った
介護サービスが基本になる。

「ケアプラン」って重要？

め
た
い
」「
介
護
の
相
談
を
し
た

い
」
な
ど
は
、
汐
見
台
病
院
居
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

を
。
利
用
者
と
家
族
に
寄
り
そ
っ

た
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ビ
ス
が
ス
ム
ー
ズ
に
提
供
さ
れ
る

よ
う
に
調
整
を
行
な
っ
た
り
、
あ

る
い
は
適
切
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

実
施
さ
れ
て
い
る
か
を
定
期
的
に

見
直
し
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）
も
し

て
い
ま
す
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
を
行
な
う
介
護

支
援
専
門
員
で
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
実
際
に
「
要

介
護
者
」
に
実
施
す
る
の
は
こ
の

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
は
な
く
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
「
要
介
護
者
」

で
あ
る
利
用
者
本
人
の
状
況
や
希

望
を
聞
き
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
事
業
者
と
話
し
合
っ
て
、

最
も
適
し
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成

す
る
こ
と
が
主
な
仕
事
で
す
。

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
た
後

も
、事
業
者
と
連
絡
を
と
り
、サ
ー

　

で
は
、「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」

と
は
一
体
何
を
す
る
人
か
と
い
う

と
、
国
の
介
護
保
険
制
度
に
基
づ

い
て
、「
要
支
援
者
」「
要
介
護
者
」

に
対
す
る
居
宅
介
護
支
援
（
ケ
ア

　

国
の
社
会
保
障
制
度
で
あ
る

「
介
護
保
険
」
で
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
担
当
の

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」
は
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

　

街
を
歩
い
て
い
る
と
、「
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
事
務
所
を
見
か

け
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
在
籍
し
、
介
護
保

険
制
度
に
基
づ
い
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
、介
護
の
相
談
を
受
け
て
い
る
窓
口
で
す
。

磯
子
区
に
あ
る
「
汐
見
台
病
院
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」
も
、そ
の
一
つ
で
す
。

 

汐
見
台
病
院

    

居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

　

磯
子
区
・
康
心
会
汐
見
台
病
院

の
中
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
汐

見
台
病
院
居
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
も
、
こ
の
よ
う
な
業
務

の
ほ
か
、
利
用
者
の
心
に
寄
り

そ
っ
た
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
介
護
状
況
や
、
求
め

て
い
る
内
容
、
も
し
く
は
必
要
な

ケ
ア
が
変
わ
っ
て
き
た
場
合
な
ど

は
、
細
や
か
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
見

直
し
た
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
者
と
の
調
整
や
再
選
定
な
ど
、

利
用
者
を
第
一
に
考
え
た
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
支
援
し

て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
始

シ
ニ
ア
ホ
テ
ル
東
戸
塚
・
イ
ー
ス
ト
ウ
イ
ン
グ

「
人
気
の
夫
婦
部
屋
、是
非
ご
見
学
く
だ
さ
い
」

介
護
の
寄
り
所「
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　
　
　
　

不
安
・
疑
問
は
ケ
ア
マ
ネ
に
相
談
を

2



　　と感じる
将来に出会うために
～学生さんが主人公です～

ピン！
看護体験のお知らせ

横須賀

横浜

川崎

新子安

大船

磯子東戸塚東戸塚

関内

茅ケ崎

逗子相模湾

東京湾

ふれあい
東戸塚ホスピタル

JR「東戸塚」
無料シャトルバス約５分

最寄駅

康心会汐見台病院

JR「磯子」など
無料シャトルバス約１０分

最寄駅

☎045-761-3581
shiomidai@fureai-g.or.jp問合・申込

康心会汐見台病院
横浜市磯子区汐見台１‒６‒５

医療法人社団
康心会

対象：中学生・高校生 看護師・PT・OT・STの体験

☎045-827-2637
ht-hosp@fureai-g.or.jp問合・申込

ふれあい東戸塚ホスピタル
横浜市戸塚区上品濃１６‒８

医療法人社団
健齢会

対象：中学生（高校生も可） 看護師・リハビリテーションセラピストの体験

「普段は知ることができない内容に触れ、びっくりすることが多かった」
「病院の仕事がリアルに体感できました」など、感想をいただきました。

舞岡中・名瀬中の生徒さんが職場体験をしました！

看護師やリハビリ療法士と実際の医療現場で行動をともにしてみませ
んか？学生ご本人や親御さんからの個人申し込み、または学校単位での
お申し込みもＯＫ！

看護やリハビリの関心を高めるために
絶好の「一日体験」を大募集！

体験は随時
募集しています。
お気軽に左記へ
ご連絡ください。

白衣を着て体験できるので
（記念撮影あり）、

夏休み期間にぜひ体験を！

● 小児科、産婦人科など
の病棟見学

● ケア援助の見学や体
験（一部）

● 車椅子での介助や誘
導

● シーツ交換、ストレッ
チャー乗車の体験

● 血圧測定

体験内容（一例）

※希望内容に沿うことも可
能です。（「救急の現場を見

学してみたい」など）

オリエンテーション
 ～病院機能や専門職種
　 　　　　　について紹介～

現場で体験
～参加者同士や看護師・
　　リハビリセラピストと一緒に～

主な内容

リハビリ
体験

体温
測定

脈拍
測定

血圧
測定

同院では、シャント管理に必要な
手術も実施している

担
や
交
通
費
、
通
院
時
の
事
故
な

ど
の
危
険
性
も
回
避
す
る
た
め

に
、
当
院
で
は
無
料
の
送
迎
サ
ー

ビ
ス
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
（
※

要
事
前
相
談
）。」

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス

　
（
同
）「
そ
し
て
当
院
の
最
大
の

特
徴
は
、
透
析
治
療
を
始
め
る
た

め
の
血
管
（
シ
ャ
ン
ト
の
導
入
）

や
そ
の
管
理
・
調
整
（
シ
ャ
ン
ト

ト
ラ
ブ
ル
の
対
応
）
な
ど
を
積
極

的
に
行
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

万
が
一
、
シ
ャ
ン
ト
の
閉
塞
な

ど
で
治
療
が
必
要
に
な
っ
た
場
合

で
も
、
当
院
の
医
師
（
井
上
副
院

長
）
が
手
術
を
実
施
し
、
必
要
性

に
応
じ
て
ご
入
院
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
退
院
後
も
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
に
、
訪
問
サ
ー
ビ

ス
（
訪
問
看
護
・
訪
問
介
護
）
も

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

人
工
透
析
治
療
の
ご
相
談
は
、

お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
」。

〈
お
問
合
せ
〉

　
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

　
☎
０
４
５・８
２
７・２
６
３
７

来
透
析
の
患
者
さ
ま
に
お
食
事
の

提
供
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
（
治
療
後
）。
お
食
事
メ

ニ
ュ
ー
は
、
当
院
の
管
理
栄
養
士

が
透
析
患
者
さ
ま
の
た
め
に
栄
養

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
も
の
で
、
お

体
に
優
し
く
、
か
つ
、
美
味
し
く

召
上
が
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

調
理
し
た
も
の
で
す
。
是
非
、
お

召
し
上
が
り
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
」

時
間
・
手
間
・
気
苦
労
の
軽
減

　
（
同
）「
高
齢
の
方
は
通
院
に
苦

労
さ
れ
ま
す
。
透
析
治
療
は
高
齢

者
が
多
い
と
い
う
特
徴
を
踏
ま

え
、
ご
家
族
さ
ま
の
送
迎
の
ご
負

タ
ッ
フ
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　
（
同
院
ス
タ
ッ
フ
／
取
材
協
力
）

「
当
院
の
外
来
透
析
（
通
院
し
て

人
工
透
析
治
療
を
受
け
る
）
は
、

ベ
ッ
ド
数
が
27
床
で
、
月
〜
土
曜

日
ま
で
午
前
・
午
後
の
２
ク
ー
ル

で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

シ
ャ
ン
ト
血
管
に
は
、
先
端
が

丸
い
針
を
使
用
し
て
毎
回
同
じ
穿

刺
で
ル
ー
ト
を
作
り
（
ボ
タ
ン

ホ
ー
ル
穿
刺
）、
血
管
へ
の
負
担

軽
減
や
痛
み
の
緩
和
を
図
っ
て
い

ま
す
」

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
サ
ポ
ー
ト

　
（
同
）「
ご
希
望
に
よ
っ
て
、
外

　

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

で
人
工
透
析
治
療
を
担
当
し
て
い

る
の
は
、
井
上
純
雄
副
院
長
（
腎

臓
内
科
も
担
当
）
で
す
。
こ
こ
で

は
、
血
液
透
析
の
実
施
だ
け
で
な

く
、
人
工
透
析
に
必
要
な
「
シ
ャ

ン
ト
管
理
」
に
対
応
で
き
る
と
い

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
同
院
の
ス

　

戸
塚
区
上
品
濃
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ

タ
ル
」
で
は
、
人
工
透
析
治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
サ
ポ
ー
ト
や
、
無
料
の
送
迎

も
あ
る
の
で
、通
院
を
希
望
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
る
も
の

の
ほ
と
ん
ど
が
後
者
の
「
血
液
透

析
」
に
な
り
ま
す
。

　

３
〜
４
時
間
か
か
る
医
療
機
関

で
の
治
療
を
除
い
た
時
間
は
、
自

宅
な
ど
で
生
活
す
る
時
間
と
な

り
、
こ
れ
は
全
て
自
己
管
理
に
委

ね
ら
れ
ま
す
。

　

医
療
機
関
か
ら
離
れ
て
、
自
分

の
体
を
自
己
管
理
す
る
こ
と
は
、

見
え
な
い
・
感
じ
な
い
リ
ス
ク
に

対
し
て
ど
こ
ま
で
節
制
で
き
る
か

と
い
う
問
題
に
な
っ
て
き
ま
す
。

内
容
次
第
で
は
、
生
死
の
分
か
れ

目
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
食
事
内
容
を

は
じ
め
と
す
る
生
活
管
理
の
手
厚

い
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
、
治
療
や
入

院
な
ど
の
不
安
や
心
配
事
を
気
兼

ね
な
く
相
談
で
き
る
透
析
医
療
機

関
に
通
う
こ
と
が
、
と
て
も
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
で
し
ょ
う
。

「
糖
尿
病
」）
の
増
加
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

　

長
期
間
、
あ
る
い
は
高
齢
で
糖

尿
病
を
患
っ
て
い
る
人
が
、
腎
臓

ま
で
も
害
し
て
人
工
透
析
療
法
を

行
な
う
こ
と
に
な
る
と
、
日
常
的

な
血
圧
管
理
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、「
ア
ミ
ロ
イ
ド
沈
着
」
な

ど
の
長
期
合
併
症
へ
の
対
策
や
、

「
虚
血
性
心
疾
患
」「
脳
血
管
障
害
」

な
ど
と
い
っ
た
多
く
の
合
併
症
の

リ
ス
ク
を
抱
え
続
け
る
生
活
を
送

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
己
管
理
で
苦
し
い
の
は

　

人
工
透
析
療
法
に
は
、「
腹
膜

透
析
」
と
「
血
液
透
析
」
が
あ
り
、

現
在
は
約
32
．
５
万
人
が
人
工
透

析
治
療
を
受
け
て
い
ま
す
（「
日

本
透
析
医
学
会
」
資
料
な
ど
）。

　

こ
れ
は
、
日
本
国
内
の
人
口
割

合
で
示
す
と
、
３
８
６
人
に
１
人

が
「
人
工
透
析
患
者
」
と
い
う
こ

と
に
な
る
ほ
ど
の
数
字
で
す
。

糖
尿
病
か
ら

　

こ
の
増
加

の
要
因
は
、

高
齢
化
の
ほ

か
に
、「
２
型

糖
尿
病
」（
い

わ
ゆ
る
生
活

習
慣
病
の
一

つ
と
し
て
の

患
者
数
は
２
倍
以
上

　

日
本
で
は
、
高
齢
者
の
人
口
増

加
に
比
例
し
て
、
人
工
透
析
患
者

数
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

20
年
前
に
比
べ
る
と
国
内
の
透

析
患
者
数
は
約
２
倍
、
年
間
で
は

お
よ
そ
５
０
０
０
人
ず
つ
増
え
、

医療機関  での管理

自宅・会社など  での自己管理！

圧倒的に長い

ほぼ
全日
ほぼ
全日

３～４
時間
３～４
時間

日常生活は

人工透析治療中は人工透析治療中は

ボタンホール針

JR茅ケ崎駅から徒歩１8分

理学療法学科
作業療法学科
言語聴覚学科

作業療法士とは…

茅ヶ崎リハビリテーション
専門学校の作業療法学科では、
作業療法士を目指す方々を
応援しています。

茅ケ崎駅

1ココ
新湘南バイパス茅ヶ崎リハビリテーション専門学校

神奈川県茅ヶ崎市南湖1-6-11
☎0467-88-6611
http://www.crc.ac.jp

問
合
せ

心や体に障害を抱える人の生活行為〈食事・更衣・排泄・移動・
入浴・遊び・学習・余暇活動など〉の実現をサポートするスペシャ
リスト。この生活行為の実現は、自尊心や達成感、充足感をもた
らし、健康な生活を促進します。サポート対象は、乳幼児から
高齢者までのあらゆる世代です。

同校のカリキュラムや入学、
学校生活については
下記へお問合せください。

成
感
・
充
足
感
を
も
た
ら
し
、
健

康
な
生
活
を
促
進
さ
せ
る
た
め
の

専
門
療
法
を
実
施
し
ま
す
。

　

同
校
ス
タ
ッ
フ
は
「
作
業
療
法

士
は
患
者
さ
ま
の『
し
た
い
こ
と
』

『
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
』
を
理

解
す
る
過
程
で
信
頼
関
係
を
築

き
、
生
活
行
為
の
実
現
・
回
復
に

喜
び
を
分
か
ち
合
う
素
敵
な
職
業

で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
本
校
へ

お
電
話
を
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校
で
は
、
社
会
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
“
思
い
や
り
の
あ

る
人
材
”
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

「
作
業
療
法
士
」（
国
家
資
格
）
の

養
成
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　
「
作
業
療
法
士
」
と
は
、
身
体

や
心
に
障
害
の
あ
る
人
の
生
活
行

為
（
食
事
・
排
泄
な
ど
）
の
実
現

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
リ
ハ
ビ
リ
の
専

門
職
で
す
。
患
者
に
自
尊
心
・
達

魅
力
あ
る
専
門
職「
作
業
療
法
士
」

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

茅ケ崎駅
1ココ

新湘南バイパス

7／31   ・
8／6　・9  ・19
13：00～16：00（各日）

水

火 金 月

茅ヶ崎看護専門学校
茅ヶ崎市今宿３９０
☎0467-86-6011
http://www.chigakan.ac.jp

問
合
せ

JR茅ケ崎駅からバス「辻東」下車5分

学校説明コーナー／模擬体験コーナー／
個別相談コーナーのほか、入試概要や体験実習、
医療グループ「ふれあいグループ」による
奨学金・就職についても説明

私たちがエスコートします♪

在校生による

入退場
自由

夏休み
限定！OPEN
CAMPUS 
OPEN

CAMPUS 

変
と
聞
き
ま
す
が
、
ど
れ
く
ら
い

勉
強
を
し
て
い
ま
す
か
？
」な
ど
、

参
加
者
か
ら
の
本
音
の
質
問
や
、

授
業
・
実
習
の
具
体
的
な
内
容
ま

で
、
在
校
生
が
直
接
語
り
ま
す
。

　

自
由
参
加
形
式
な
の
で
、
当
日

は
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
（「
学
校
説

明
」「
模
擬
体
験
」「
個
別
相
談
」

な
ど
）
へ
集
中
的
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
友
達
同
士
で
参

加
す
る
と
楽
し
い
か
も
⁉︎

　

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校
が
夏
休

み
に
開
催
す
る
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
」〈
７
月
31
日
㈬
・
８
月

６
日
㈫
・
８
月
９
日
㈮
・
８
月
19

日
㈪
〉
は
、
現
役
の
在
校
生
が
同

校
の
魅
力
や
勉
強
方
法
、
学
校
生

活
に
つ
い
て
を
、
生
の
声
で
説
明

す
る
特
別
な
内
容
が
企
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
ど
う
し
て
こ
こ
の
学
校
を
選

ん
だ
の
で
す
か
？
」「
勉
強
が
大

本
音
に
答
え
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

湘南医療大学
横浜市戸塚区上品濃１６‒４８
☎045-821-0115
            （入試事務室）

横浜新道

東戸塚駅
西口

ココ
問
合
せ

●体験型の授業・実習
●入試対策説明会
●学内見学ツアー
●在校生のトークライブ
　　　　　　　　　　　など

JR東戸塚駅から徒歩１2分

詳しい情報は大学公式アプリ
またはQRコードからHPで確認を！
詳しい情報は大学公式アプリ

またはQRコードからHPで確認を！

内容は盛りだくさん♪

（SAT） （SUN） （SAT）
8／10・11・31
10：00～15：00   
8／10・11・31
10：00～15：00   

入退場自由

当日参加可

ま
す
。

　

受
験
生
や
社
会
人
の
ほ
か
、
将

来
医
療
系
へ
の
進
学
を
考
え
て
い

る
高
校
１
・
２
年
生
や
そ
の
保
護

者
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
詳
し
い
情
報

は
、
同
大
学
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
同
大
学
公

式
ア
プ
リ（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
無
料
）

か
ら
も
確
認
で
き
ま
す
。

　

８
月
に
３
回
〈
８
月
10
日
㈯
・

８
月
11
日
㈰
・
８
月
31
日
㈯
〉
の

「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
開

催
す
る
湘
南
医
療
大
学
で
は
、
来

場
者
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
い
ま
す
。

　

大
学
構
内
の
見
学
ツ
ア
ー
や
在

校
生
の
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
、
体
験
授

業
の
ほ
か
、
来
春
入
学
に
向
け
た

「
入
試
対
策
説
明
会
」
で
は
、
実

際
の
過
去
問
題
を
使
っ
て
解
説
し

保
護
者
も
体
感
！
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

湘
南
医
療
大
学

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
通
院
透
析

血
管
ト
ラ
ブ
ル
も
担
当
医
師
が
対
応

透
析
生
活
を
ス
ト
レ
ス
な
く
送
る
コ
ツ

3



医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
康心会汐見台病院
☎045-761-3581（代表）
横浜市磯子区汐見台1-6-5

JR磯子駅、京急屏風浦駅よりバスで
「汐見台ストアー前」バス停下車徒歩2分

京急
本線

久
良
岐
公
園

磯子駅
横須賀街道 16

屏風浦駅

屏
風
ヶ
浦
バ
イ
パ
ス

康心会
汐見台病院

汐見台交番前

7月31日（水）14：00から日 時

会 場 康心会汐見台病院 地下２階 会議室

次回予告
8月下旬開催予定

妊娠から出産、子育て期の女性のこころとからだを知ってサポートする
　妊娠・出産・子育てについて、家族が母
と子にできるサポート内容をお伝えします。
①妊娠から出産、子育ての女性の心と
　身体の変化について
②家族のサポートと社会資源について
③当院の産前・産後ケアについての紹介
ご主人さまや初孫を迎える方も、是非お越
しください。　

講 

師

康心会汐見台病院
産婦人科　看護課長
弘末 睦子

看護師

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
ふれあい東戸塚ホスピタル
☎045-827-2637（代表）
横浜市戸塚区上品濃16‐8

JR東戸塚駅西口より無料シャトルバス
（13時00分、15分、30分）

　 横浜

横浜新道

品濃橋

東戸塚駅

上品濃公園

湘南
医療大学

西口

ふれあい
東戸塚
ホスピタル

日 時

会 場

7月30日（火）13：30～14：30
ふれあい東戸塚ホスピタル 2階 会議室

良く分かる腸管の仕組み ～腸が体の免疫を作る！？～
　「腸」は食べ物を消化する器官のイメージ
をもつ方が多いと思いますが、他にも重要
な役割があります。それは体を丈夫にする
免疫を作り出すことです。当院の井上副院
長が腸のメカニズムについて、わかりやすく
説明します。是非お聞きください。
次回予告

講 

師

ふれあい東戸塚ホスピタル
腎臓・人工透析内科

井上 純雄 副院長

8月29日（木）13：30～14：30
【講師】 呼吸器内科　本間和夫 副院長
「息切れする病気」

的
な
治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

で
は
、
糖
尿
病
の
専
門
治
療
や
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

を
も
つ
同
院
の
特
徴
を
活
か
し
、

腎
臓
内
科
で
は
、
各
部
署
や
多
く

の
専
門
職
と
連
携
を
取
り
、
多
角

　

腎
臓
の
機
能
は
、
高
齢
に
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
弱
ま
り
、
腎
臓
病
の

リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
腎
臓
病

は
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
や
す
い

病
種
で
あ
り
、
そ
の
死
亡
率
も
高

い
で
す
。

　

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
「
腎
臓
内
科
」
で

は
、
栄
養
指
導
（
食
事
療
法
）
／
運
動
療
法
／
薬
物
療

法
を
柱
に
、
治
療
を
進
め
て
い
ま
す
。　
〈
取
材
協
力
〉

し
こ
れ
は
と
て
も
大
変
で
、
多
く

の
人
が
苦
労
し
ま
す
。
糖
尿
病
や

腎
臓
病
を
早
期
に
発
見
で
き
れ

ば
、こ
の
苦
労
が
回
避
で
き
ま
す
。

　

治
療
に
は
、
食
事
療
法
・
運
動

療
法
・
薬
物
療
法
が
あ
り
ま
す
。

　

し
っ
か
り
と
腎
臓
病
を
治
療
す

る
た
め
に
は
、
専
門
の
「
腎
臓
内

科
」
で
診
て
も
ら
う
こ
と
が
大
前

提
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
、
同
じ

医
療
機
関
の
中
で
、
糖
尿
病
の
専

門
的
な
治
療
や
栄
養
指
導
の
ほ

か
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

も
実
施
し
て
い
れ
ば
、
よ
り
万
全

な
環
境
で
治
療
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
。

ま
っ
た
り
傷
つ
き
、
動
脈
硬
化
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。
腎
臓
は
多
く

の
血
管
が
集
中
し
て
い
る
臓
器
な

の
で
、
動
脈
硬
化
に
よ
っ
て
腎
臓

の
役
割
で
あ
る
「
血
液
の
濾ろ

か過
」

が
で
き
な
く
な

り
、
血
液
中
に
老

廃
物
が
溜
ま
っ
て

い
き
ま
す
。
こ
れ

が
「
糖
尿
病
性
腎

症
」
で
す
。

治
療
は
何
か
ら
？

　

ま
ず
は
血
糖
値

や
血
圧
の
調
整
が

必
要
で
す
。
し
か

　

人
工
透
析
治
療
を
受
け
て
い
る

人
に
お
い
て
、
そ
の
原
因
疾
患
で

最
も
多
い
の
は
、「
糖
尿
病
」
で

す
（
糖
尿
病
性
腎
症
）。

　

高
血
糖
が
続
く
と
、
血
管
が
つ

康心会汐見台病院
整形外科

宮原 真 医師

神
経
で
す
。
体
の
部
位
で
は
、
上

肢
・
下
肢
・
脊
椎
な
ど
の
ほ
ぼ
全

身
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、『
整
形
外
科
』
と
い

う
診
療
科
目
の
特
徴
は
、
患
者
さ

ま
に
年
齢
的
な
偏
り
が
な
く
、
幅

広
い
世
代
の
方
が
ご
受
診
さ
れ
る

こ
と
に
も
あ
り
ま
す
。
当
院
に
お

い
て
も
、
小
児
の
外
傷
・
先
天
異

常
か
ら
、
高
齢
者
の
加
齢
に
と
も

な
う
変
性
疾
患
ま
で
、
幅
広
い
内

容
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
つ
の
病
態
に
対
し
て
、
治
療

法
は
一
つ
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。私
は
医
師
と
し
て
、

患
者
さ
ま
に
丁
寧
に
治
療
内
容
を

説
明
し
、
患
者
さ
ま
ご
自
身
で
ご

理
解
・
ご
納
得
い
た
だ
き
、
最
適

な
治
療
方
針
を
提
示
す
る
こ
と
を

大
切
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
お
力

に
な
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
お
体
の
不
調
時
に
は
、

当
院
を
是
非
ご
受
診
く
だ
さ
い
」。

 

同
院
☎︎
０
４
５・７
６
１・３
５
８
１

工
関
節
】
に
お
い
て
は
、
多
く
の

手
術
経
験
が
あ
り
ま
す
。

　
【
外
傷
】
で
は
、高
齢
者
の
『
大

腿
骨
頚
部
骨
折
』
や
『
橈
骨
遠
位

端
骨
折
』、【
人
工
関
節
】
手
術
で

は
、
主
に
『
変
形
性
関
節
症
』
に

お
い
て
、
保
存
的
治
療
を
し
て
も

満
足
な
生
活
を
送
れ
る
望
み
が
乏

し
い
患
者
さ
ま
に
対
し
、
実
施
し

て
ま
い
り
ま
し
た
」

筋
肉
・
神
経
も
診
療
対
象

　
（
同
医
師
）「
整
形
外
科
の
治
療

の
対
象
は
、
骨
・
関
節
・
筋
肉
・

療
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
整
形
外
科
に
関
わ
る

疾
患
（
け
が
を
含
む
）
は
、
ぜ
ひ

当
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

20
年
の
キ
ャ
リ
ア
と
手
術
経
験

　
（
宮
原
真
医
師
／
取
材
協
力
）

「
７
月
か
ら
整
形
外
科
を
担
当
し

て
お
り
ま
す
、
宮
原
真
（
み
や
は

ら
し
ん
）
と
申
し
ま
す
。

　

私
は
整
形
外
科
医
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
大
学
病
院
な
ど
で
20
年
に

わ
た
っ
て
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
き

ま
し
た
。
特
に
【
外
傷
】
と
【
人

　
（
康
心
会
汐
見
台
病
院
ス
タ
ッ

フ
）「
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

要
望
に
お
応
え
し
、
当
院
に
２
名

の
整
形
外
科
専
門
医
が
着
任
し
ま

し
た
。
手
術
治
療
を
は
じ
め
と
す

る
幅
広
い
内
容
に
対
応
で
き
る
体

制
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け

る
地
域
病
院
と
し
て
、
今
後
も
医

　

横
浜
市
磯
子
区
で
地
域
密
着
の
医
療
を
提
供
し
て
い
る「
康
心
会
汐
見
台
病
院
」

で
は
、
整
形
外
科
に
新
し
く
２
名
の
医
師
が
着
任
し
ま
し
た
。
手
術
治
療
や
救
急

対
応
の
幅
が
さ
ら
に
拡
大
し
、
診
療
機
能
の
充
実
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

違
い
が
目
立
つ
内
容
の
一
つ
に
、

整
形
外
科
医
を
“
接
骨
医
”
と
し

て
捉
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
健
康
ブ
ー
ム

な
ど
が
影
響
し
て
、
テ
レ
ビ
や
そ

の
他
の
メ
デ
ィ
ア
で
“
接
骨
医
”

と
表
現
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
誤
解
に
つ
な
が
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

整
形
外
科
医
が
扱
っ
て
い
る
の

は
、
骨
の
治
療
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
た
が
っ
て
整
形
外
科
医

＝イ
コ
ー
ル“
接
骨
医
”
で
は
な
く
、
整
形

外
科
は
整
骨
院
（
接
骨
院
）
と
は

全
く
異
な
り
ま
す
。
柔
道
整
復
師

は
“
施
術
”
す
る
の
に
対
し
、
病

院
の
整
形
外
科
で
は
、医
師
が「
治

療
」
を
行
な
い
ま
す
。

　

こ
れ
と
同
様
に
混
同
し
や
す
い

も
の
に
「
形
成
外
科
」
と
「
美
容

外
科
」
が
あ
り
ま
す
が
、
前
者
は

体
の
醜
形
の
「
治
療
」
を
す
る
医

学
の
一
分
野
で
あ
り
、
後
者
は
醜

形
を
“
改
善
”
す
る
診
療
科
で
あ

る
と
い
う
点
で
異
な
り
ま
す
。

■
何
の
治
療
を
す
る
の
？

　

整
形
外
科
は
、
人
体
に
お
い
て

【
運
動
を
す
る
器
官
の
病
気
を
治

療
す
る
】
分
野
で
す
。

　

運
動
を
す
る
器
官
（
運
動
器
）

は
、
背
骨
・
手
・
足
な
ど
を
構
成

し
て
い
る
骨
や
関
節
、
筋
肉
な
ど

を
指
し
ま
す
。
そ
の
病
気
な
ど
に

よ
っ
て
起
こ
っ
た
損
傷
、
ま
た
は

先
天
性
の
疾
患
を
治
療
し
、
研
究

す
る
学
問
が
整
形
外
科
で
す
。

■
接
骨
医
じ
ゃ
な
い
の
？

　

最
近
、
整
形
外
科
に
対
す
る
勘

つ
い
て
、
最
近
、
残
念
な
が
ら
正

し
く
理
解
し
て
い
な
い
人
が
目
立

つ
こ
と
が
、
医
療
現
場
で
さ
け
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

病
院
の
診
療
科
目
の
中
で
も
、

特
に
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

幅
広
い
世
代
に
馴
染
み
の
あ
る

「
整
形
外
科
」。
こ
の
整
形
外
科
に

　

整
形
外
科
医
を
“
接
骨
医
”
と
勘
違
い
し
て
認
識
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
整

形
外
科
の
医
師
は
、
骨
の
治
療
だ
け
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
人
間
の
運

動
器
（
骨
・
関
節
・
筋
肉
な
ど
）
の
疾
患
や
損
傷
を
幅
広
く
治
療
し
て
い
ま
す
。

整形外科
骨・関節・筋肉・靭帯・神経
などに生じる病気（疾患）や
けが（外傷）

あり
医師免許

対象

検査
投薬
資格

整骨院（接骨院）
主に捻挫や打撲などの
けが（外傷）が多い

画像診断なし
なし
柔道整復師

対象

検査
投薬
資格

X線・MRIなどの診断あり

ねんざ だぼく

日本透析医学会資料より

SLE腎炎
腎硬化症
多発性嚢胞腎

慢性腎盂腎炎
慢性糸球体腎炎

2000 2005 2010 2015（年）
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糖尿病性腎症

ふれあい東戸塚ホスピタル
☎045-827-2637

毎週水曜日午後

１３：３０～１６：３０
受付

１4：0０～１7：0０
診察

腎臓内科

このような方は
ご受診を

●尿検査で「たんぱく尿」が見つかった
●高血圧などのメタボ要因を抱えている
●喫煙をしている　　　   　　　   など

井上純雄 副院
長

担当医

予約不要

横浜市戸塚区上品濃１６ｰ８

横浜新道

品濃橋
東戸塚駅

上品濃公園

湘南医療大学

西口

ココ
シャトル
バス
乗り場

シャトル
バス
乗り場

JR東戸塚駅
西口から

無料シャトルバス
で５分

人工透析導入の背景

　

糖
尿
病
か
ら
腎
臓
病
を
発
症
す

る
こ
と
へ
の
不
安
や
そ
の
治
療

は
、
２
つ
の
専
門
治
療
を
実
施
し

て
い
る
同
院
で
相
談
を
。

①
栄
養
指
導
…
…

塩
分
の
摂
取
は
血
圧
の
上
昇

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
体
内

に
塩
分
が
入
る
と
、
そ
れ
を

排
出
し
よ
う
と
腎
臓
に
負
担

が
か
か
り
ま
す
。栄
養
士
は
、

塩
分
を
控
え
て
美
味
し
い
食

事
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

②
運
動
療
法
…
…

運
動
に
よ
っ
て
血
圧
の
調
整

機
能
が
働
き
ま
す
。
う
ま
く

運
動
が
で
き
な
い
場
合
は
、

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
が
運
動

指
導
を
行
な
い
ま
す
。

③
薬
物
療
法
…
…

血
圧
を
下
げ
る
薬
で
、
腎
臓

を
保
護
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

腎
臓
内
科
＆
糖
尿
病
内
科
の
Ｗ
ダ
ブ
ル

専
門
医
療

透
析
患
者
で
最
も
多
い
の
は

　
　

糖
尿
病
か
ら
の
罹
患（
糖
尿
病
性
腎
症
）！︎

康
心
会
汐
見
台
病
院
で
７
月
か
ら
新
体
制

 

整
形
外
科
の
診
療
機
能
が
さ
ら
に
充
実
！︎

「
整
形
外
科
」と「
整
骨
院
」の
違
い
と
は
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